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脳卒中地域医療連携パス 

図１．連携パスで回復期病院へ転院した患者の数 (算定なし） 図２．連携パス患者の診療科  図３．連携パスの割合 
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 平成21年10月、秋田道沿線地域医療連携協議会が設立され、当院および仙北組合総合病院等の

急性期病院と回復期病院の秋田県立リハビリテーション・精神医療センターとともに、脳卒中地域

医療連携パスの運用について、検討を重ねてきました。 

 昨年末の当院の平均在院日数が17日以内となり、施設基準を満たしたため、平成25年1月より

「脳卒中地域連携診療計画管理料 」（900点）の算定が可能となりました。 

 今後も、連携パスにより、急性期・回復期・維持期の各施設、かかりつけ医における患者管理や

リハビリテーションが円滑に継続できるよう努めていきたいと思います。 

   
                             

                 

                          
 

                                  

                   

                                    

     

   日頃、地域医療連携にご支援・ご協力をいただきありがとう 

   ごさいます。 

  脳卒中地域医療連携パスが整備されてから、３年が経過しま 

 した。このパスは、脳卒中急性期の患者さんに運用され、回復 

 期病院との情報共有やスムーズな連携につながっています。 

  今月は、当院の脳卒中地域連携パスの運用状況等について、 

 ご報告いたします。   
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